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平成18年度 
減
額
予
算
の
中
で
最
大
の
効
果
を 

自
立
へ
の
効
果
的
な
予
算
編
成 

■歳　　入 
　村税などの自主財源は36.2％。一方、地方交付
税などの依存財源は63.8％で、依然として厳しい
財政状況におかれています。 
　産業基盤の整備をはじめとした基金の繰入は、
財政調整基金が４億3,261万円、赤城西麓事業基
金が7,000万円、減債基金が5,000万円で、基金の
取り崩しは昨年度に比べて減額ですが、村債につ
いても１億2,000万円を計上しました。 

農林水産業費 
　○ぐんま地域農業「夢」支援事業（パイプハウス設
　　置事業等） 
　○農地適正管理のための農地台帳システム作成 
　○横浜市交流事業（アンテナショップ開設のため
　　の調査） 
　○農道２号線工事 
 

土木費 
　○森下・赤城原線拡幅に伴う測量調査 
消防費 
　○第７分団詰所建設工事 
教育費 
　○アメリカ・イーグルポイント市交流事業 

依存財源…63.8％ 自主財源…36.2％ 

繰入金 
５億5,262万円 
15.9％ 

諸収入…１億791万円・3.1％ 

村税 
５億3,571万円 
15.4％ 

地方交付税 
14億3,100万円 

41.1％ 

県支出金 
２億5,987万円 

7.5％ 

交付金…１億3,551万円・3.9％ 

村債…１億2,000万円・3.4％ 

地方交付税の推移 

１6億 
　6,200万円 

国庫支出金…１億952万円・3.1％ 

地方譲与税 
１億6,610万円 

4.8％ 

その他…6,476万円・1.8％ 

34億8,300万円 
前年度より  ５億3,200万円（13.3％）の大幅減 

　
平
成
18
年
度
予
算
が
、
総
額
60
億
２
，

６
６
７
万
円
、
前
年
度
よ
り
約
６
億
円

の
減
額
予
算
で
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
自

主
自
立
を
決
め
て
か
ら
２
年
が
経
過
し

た
昭
和
村
に
と
っ
て
、
厳
し
い
財
政
運

営
は
避
け
て
通
れ
ま
せ
ん
。 

　
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
地
方
交
付
税

の
減
額
は
、
こ
れ
か
ら
の
村
づ
く
り
に

重
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
確
か
で

す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
限
ら

れ
た
財
源
を
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
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■歳　　出 
　性質別にみると義務的経費（支出が義務づけられ
ており任意に削減できない）が14億1,983万円で、
歳出総額の40.8％を占めています。その内容は、人
件費が７億3,456万円で前年度比1.9％の増、扶助
費２億9,121万円で6.3％の増、公債費３億9,406
万円で15.9％の減、全体では３％の減です。 
　普通建設事業に使われる投資的経費は２億5,817

万円で、歳出総額の7.4％を占めます。堆肥の発酵
施設等の整備が終了したため前年度比66.2％の減で
す。今年度の主な事業は農村総合整備事業及び農地
等高度利用促進事業等の継続実施、第２保育園の園
舎改修工事、消防団７分団詰所の整備等です。 
　その他の経費として、物件費、補助費、繰出金等
でありますが18億500万円で歳出総額の51.8％、前
年度比0.9％の増です。 

 
 
 
総務費 
　○役場玄関補修工事 
　○戸籍・住民基本台帳システム更新 
　○議会議員、農業委員会委員選挙 
 

民生費 
　○身体障害者デイサービスセンター運営管理委託事業 
　○児童手当支給事業（小学６年生まで延長） 
　○第二保育園アスベスト対策及び外壁改修工事 
　○学童保育対策事業 
衛生費 
　○ごみ指定袋作成費 
 

その他経費　18億500万円（51.8％） 義務的経費　14億1,983万円（40.8％） 

投資的経費　２億5,817万円（7.4％） 

農林水産業・商工・労働費 
８億6,556万円 
24.9％ 

民生費 
６億5,859万円 
18.9％ 

総務費 
５億3,173万円 
15.3％ 

衛生費 
３億3,198万円 

9.5％ 

消防費…１億5,557万円・4.5％ 諸会費…7,280万円・2.1％ 

公債費 
３億9,406万円 
11.3％ 

教育費 
３億2,510万円 

9.3％ 

土木費…１億3,347万円・3.8％ 

その他…1,414万円・0.4％ 

 
 
国民健康保険事業特別会計 
 
老人保健事業特別会計 
 
簡易水道事業特別会計 
 
農業集落排水事業特別会計 
 
介護保険特別会計 

 
 

８億3,003万８千円 
 

７億8,253万円 
 

１億2,394万８千円 
 

　３億2,341万円 
   

４億8,375万２千円 
 

 
 
（▲8,042万９千円） 

 
（▲1,931万円） 
 
（422万１千円） 

 
（203万８千円） 

   
（2,909万１千円） 

 

平成18年度　昭和村予算総額 

60億2,667万8千円 

一 般 会 計  

今年度の主な事業 

特 別 会 計  特 別 会 計  

最
大
限
の
努
力
が
必
要
で
す
。 

　「
ベ
ジ
タ
Ｆ
Ｕ
Ｌ
Ｌ
ガ
ー
デ
ン
昭
和
村
」

に
ふ
さ
わ
し
い
き
め
細
か
い
施
策
を
行

い
、
住
み
よ
く
活
気
あ
ふ
れ
る
村
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

（カッコ内の数字は前年度比） 
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福
祉
セ
ン
タ
ー「
昭
和
の
湯
」

の
指
定
管
理
者
と
し
て
村
社
会

福
祉
協
議
会
を
指
定
す
る
議
案

に
つ
い
て
は
、
２
時
間
以
上
に

も
わ
た
っ
て
審
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
議
長
を
は
じ
め
と
す
る

社
会
福
祉
協
議
会
関
係
議
員
３

名
が
除
斥
と
い
う
異
例
な
中
で

の
本
会
議
と
な
り
ま
し
た
が
、

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

〈
主
な
質
疑
〉

村
か
ら
社
会
福
祉
協
議

会
へ
出
し
て
い
る
１
８
０

万
円
の
補
助
金
は
、
グ
リ
ー
ン

ス
コ
ー
レ
（
株
）
が
指
定
管
理

者
と
な
っ
て
も
出
す
の
か
。

２
社
か
ら
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
運
営
に
つ
い
て
提
案

が
あ
っ
た
中
で
の
数
字
で
あ
り
、

出
す
と
か
出
さ
な
い
と
か
は
決

め
て
い
な
い
。

村
長
は
指
定
管
理
者
選

定
審
議
会
の
委
員
の
選
任

に
つ
い
て
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

こ
と
を
わ
か
っ
て
い
る
方
を
人

選
し
た
の
か
。
審
議
も
不
十
分

で
、
自
己
責
任
の
回
避
で
は
な

い
か
。

審
議
会
委
員
さ
ん
は
内

容
を
認
識
し
て
お
り
、
十

分
審
議
し
て
答
申
を
い
た
だ
い

た
と
思
っ
て
い
る
。

審
議
会
委
員
に
議
員
が

一
人
も
入
っ
て
い
な
か
っ

た
理
由
は
。
女
性
委
員
は
い
た

の
か
。

議
決
を
最
後
に
も
ら
う

議
会
と
は
十
分
話
し
合
う

の
で
入
れ
な
い
方
が
い
い
と
思

っ
た
。
女
性
は
一
人
も
い
ま
せ

ん
。

自
立
し
て
行
く
中
で
競

争
原
理
を
入
れ
て
指
定
管

理
者
を
公
募
し
た
い
と
言
明
し

た
が
、
そ
の
理
由
は
。

福
祉
の
た
め
に
補
助
金

を
も
ら
っ
て
つ
く
っ
た
施

設
で
あ
る
が
、
赤
字
を
減
ら
す

た
め
公
募
を
提
案
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
が
営

利
目
的
の
事
業
を
し
て
問

題
な
い
の
か
。
欠
損
が
出
た
場

合
の
対
応
は
。
毎
年
赤
字
が
続

い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
努

力
が
見
ら
れ
な
い
社
協
の
経
営

が
、
急
に
上
向
く
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。社

会
福
祉
協
議
会
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
審
議
会

の
審
査
を
い
た
だ
い
た
こ
と
か

ら
、
内
容
に
つ
い
て
は
答
え
ら

れ
な
い
が
提
出
さ
れ
た
計
画
書

に
準
じ
て
経
営
し
て
く
れ
る
も

の
と
理
解
し
て
い
る
。

承
　
認

一
般
会
計
補
正
予
算

５
０
０
万
円
追
加

総
　
　
額

４
２
億
４，

３
８
４
万
６
千
円

キ
ヤ
ノ
ン
電
子
株
式
会
社
か

ら
、
昭
和
村
花
火
を
上
げ
る
会

に
５
０
０
万
円
の
寄
附
の
申
し

込
み
が
あ
っ
た
た
め
。

（
全
員
賛
成
）

昭
和
村
国
民
保
護
対
策
本
部

及
び
緊
急
対
処
事
態
対
策
本
部

条
例国

の
「
武
力
攻
撃
事
態
等
に

お
け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の

措
置
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ

き
村
の
対
策
本
部
を
設
置
す
る

た
め
に
制
定
。

（
賛
成
多
数
）

昭
和
村
国
民
保
護
協
議
会
条
例

昭
和
村
国
民
保
護
協
議
会
の

組
織
及
び
運
営
に
必
要
な
事
項

を
定
め
る
も
の
。

（
賛
成
多
数
）

承
　
認

条
例
制
定

昭昭
和和
村村
公公
のの
施施
設設
のの
指指
定定
管管
理理
者者
のの
指指
定定
にに

つつ
いい
てて
（（
昭昭
和和
村村
総総
合合
福福
祉祉
セセ
ンン
タタ
ーー
））

問問

問問

答答

問問

問問問問

答答答答

答答答答

３月定例会 
　３月定例会は、３月９日（木）から20日（月）ま
での12日間の会期で開催されました。18年度当
初予算案をはじめとする議案29件、諮問１件、
承認１件が上程され、全て原案のとおり可決さ
れました。 
　一般質問では、４名が登壇し村の姿勢を問い
ました。 
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条
例
改
正

昭
和
村
の
区
の
設
置
及
び
組
織

に
関
す
る
条
例

永
井
上
組
、
永
井
下
組
が
合

併
し
永
井
区
と
な
っ
た
た
め
。

（
全
員
賛
成
）

昭
和
村
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例村

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託

さ
れ
て
い
る
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
置
と
運
営
に
つ
い

て
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い

４
月
か
ら
村
直
営
の
「
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」を
開
始
す
る
た
め
。

（
全
員
賛
成
）

昭
和
村
介
護
保
険
条
例

３
カ
年
ご
と
に
見
直
す
こ
と

に
な
っ
て
い
る
介
護
保
険
料
に

つ
い
て
、
１
人
当
た
り
基
準
月

額
３，

３
４
２
円
（
年
額
４
万

１，

０
０
０
円
）
と
な
り
、
所

得
に
応
じ
て
６
段
階
に
保
険
料

が
設
定
さ
れ
ま
す
。（

賛
成
多
数
）

昭
和
村
福
祉
医
療
費
支
給
に
関

す
る
条
例

（
全
員
賛
成
）

昭
和
村
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例

「
生
ご
み
専
用
袋
」
を
廃
止

し
、「
燃
や
せ
る
ご
み
専
用
袋
」

と「
燃
や
せ
な
い
ご
み
専
用
袋
」

の
２
種
類
を
指
定
袋
と
し
、
ご

み
の
分
別
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
徹

底
し
て
ご
み
の
減
量
化
を
進
め

る
た
め
。

（
賛
成
多
数
）

昭
和
村
小
口
資
金
融
資
促
進
条

例
借
換
制
度
の
期
間
が
再
度
１

年
間
延
長
と
な
り
ま
し
た
。

（
全
員
賛
成
）

昭
和
村
営
駐
車
場
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

岩
本
駅
の
村
営
駐
車
場
に
つ

い
て
、
無
料
だ
っ
た
短
期
利
用

者
か
ら
も
料
金
（
村
内
者
２
０

０
円
／
日
、
村
外
者
３
０
０
円
／

日
）
を
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

月
極
３，

６
７
０
円
に
つ
い

て
の
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
全
員
賛
成
）

昭
和
村
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例今

回
の
改
正
は
、
職
員
の
初

任
給
・
昇
格
・
昇
級
等
の
基
準

に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う
も
の

で
、
昇
級
を
行
う
場
合
は
１
年

間
の
勤
務
成
績
に
応
じ
て
行
う

な
ど
、
人
件
費
の
抑
制
策
を
盛

り
込
ん
だ
。

（
賛
成
多
数
）

そ
の
他

利
根
沼
田
広
域
市
町
村
圏
振
興

整
備
組
合
の
規
約
変
更

同
組
合
の
議
員
定
数
を
22
人

か
ら
８
人
に
変
更
。（

賛
成
多
数
）

昭
和
村
公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
の
指
定

昭
和
村
通
所
介
護
施
設
「
昭

和
の
里
」
の
指
定
管
理
者
を
村

社
会
福
祉
協
議
会
に
指
定
。

（
全
員
賛
成
）

群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

の
規
約
変
更

（
全
員
賛
成
）

村
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

（
全
員
賛
成
）

村
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

（
全
員
賛
成
）

補
正
予
算

平
成
17
年
度

一
般
会
計

２，

７
０
４
万
７
千
円
追
加

総
　
　
額

４
２
億
７，

０
８
９
万
３
千
円

子
育
保
育
園
改
築
工
事
、
大
雪

に
よ
る
除
雪
費
等
の
増
額
な
ど
。

（
全
員
賛
成
）

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

１
８
１
万
６
千
円
追
加

総
　
　
額

９
億
１，

２
２
８
万
３
千
円

（
全
員
賛
成
）

老
人
保
健
事
業
特
別
会
計

６
２
万
６
千
円
追
加

総
　
　
額

８
億
３，

２
７
９
万
５
千
円

（
全
員
賛
成
）

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

２
９
０
万
円
追
加

総
　
　
額

１
億
２，

５
２
２
万
７
千
円

（
全
員
賛
成
）

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

３，

６
５
２
万
円
減
額

総
　
　
額

２
億
９，

３
７
７
万
２
千
円

（
全
員
賛
成
）

介
護
保
険
特
別
会
計

１，

３
９
２
万
８
千
円
減
額

総
　
　
額

４
億
４，

２
６
２
万
２
千
円

（
全
員
賛
成
）

人
　
事

人
権
擁
護
委
員
に
織
田
澤
寛
示

氏教
育
委
員
会
委
員
に
綿
貫
征
二

氏
再
任

そ
の
他

条
例
の
一
部
改
正

人
　
　
事

織田澤寛示氏
（橡久保南部）

綿貫　征二氏
（森下中組）

補
正
予
算
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３
月
15
行
わ
れ
た
総
務

常
任
委
員
会
で
は
、
付
託

さ
れ
た
予
算
、
請
願
・
陳

情
に
つ
い
て
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

平
成
18
年
度
一
般
会
計

予
算
の
歳
入
全
般
及
び
歳

出
の
当
委
員
会
へ
の
付
託

議
案
に
つ
い
て
は
三
位
一

体
改
革
」
に
よ
り
、
地
方

交
付
税
の
減
額
が
毎
年
の

よ
う
に
行
わ
れ
、
大
変
厳

し
い
財
政
状
況
で
あ
り
、

当
面
事
業
の
見
直
し
、
歳

出
削
減
を
図
り
、
自
主
財

源
の
確
保
に
よ
る
健
全
な

財
政
運
営
を
望
む
と
い
う

こ
と
で
全
会
一
致
で
原
案

３
月
16
日
に
行
わ
れ
た

民
生
文
教
常
任
委
員
会
で

は
、
付
託
さ
れ
た
18
年
度

予
算
に
つ
い
て
慎
重
審
議
・

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

自
立
支
援
介
護
給
付
費

に
つ
い
て
は
、
障
害
者
自

立
支
援
法
の
４
月
施
行
に

よ
り
、
実
施
主
体
が
村
と

な
っ
た
こ
と
で
予
算
計
上

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
や

さ
し
い
村
づ
く
り
を
推
進

す
る
中
で
、
障
害
者
の
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・

学
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
に
よ

る
管
理
運
営
委
託
料
、
児

童
手
当
の
支
給
年
齢
の
引

き
上
げ
に
よ
る
児
童
手
当

費
、
第
二
保
育
園
の
ア
ス

ベ
ス
ト
対
策
及
び
外
壁
等

の
改
修
工
事
費
な
ど
が
予

算
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
費
で
は
、

必
要
最
小
限
の

予
算
計
上
と
な

っ
て
い
ま
す
。

福
祉
・
教
育

と
、
村
民
の
皆

さ
ん
に
直
接
関

係
の
あ
る
大
事

な
予
算
で
あ
り
、

厳
し
い
財
政
状

況
で
は
あ
り
ま

す
が
、
効
率
の

良
い
予
算
執
行

を
お
願
い
し
ま

し
た
。

３
月
14
日
に
行
わ
れ
た

産
業
建
設
常
任
委
員
会
で

は
、
付
託
さ
れ
た
予
算
、

請
願
・
陳
情
に
つ
い
て
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
。

村
道
入
沢
３
号
線
入
沢

川
整
備
に
伴
う
余
剰
地
部

分
の
舗
装
の
陳
情
に
つ
い

て
は
、
現
在
の
フ
ェ
ン
ス

を
で
き
る
限
り
水
路
側
に

寄
せ
る
な
ど
、
今
後
沼
田

土
木
事
務
所
と
の
協
議
を

お
願
い
し
、
全
会
一
致
で

採
択
と
し
ま
し
た
。

次
に
18
年
度
一
般
会
計

予
算
で
は
、
農
地
の
適
正

管
理
の
た
め
農
地
台
帳
シ

ス
テ
ム
の
整
備
や
「
夢
」

「
総
務
常
任
委
員
会
」

「
民
生
文
教
常
任
委
員
会
」

「
産
業
建
設
常
任
委
員
会
」

大河原学童クラブが開所

バス路線延長要望箇所を現地調査バス路線延長要望箇所を現地調査バス路線延長要望箇所を現地調査バス路線延長要望箇所を現地調査バス路線延長要望箇所を現地調査バス路線延長要望箇所を現地調査バス路線延長要望箇所を現地調査バス路線延長要望箇所を現地調査バス路線延長要望箇所を現地調査バス路線延長要望箇所を現地調査バス路線延長要望箇所を現地調査バス路線延長要望箇所を現地調査バス路線延長要望箇所を現地調査バス路線延長要望箇所を現地調査バス路線延長要望箇所を現地調査バス路線延長要望箇所を現地調査バス路線延長要望箇所を現地調査

廃ポリマルチの放置が問題となっています廃ポリマルチの放置が問題となっています廃ポリマルチの放置が問題となっています廃ポリマルチの放置が問題となっています廃ポリマルチの放置が問題となっています廃ポリマルチの放置が問題となっています廃ポリマルチの放置が問題となっています廃ポリマルチの放置が問題となっています廃ポリマルチの放置が問題となっています廃ポリマルチの放置が問題となっています廃ポリマルチの放置が問題となっています廃ポリマルチの放置が問題となっています廃ポリマルチの放置が問題となっています廃ポリマルチの放置が問題となっています廃ポリマルチの放置が問題となっています廃ポリマルチの放置が問題となっています廃ポリマルチの放置が問題となっています
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の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。次

に
昨
年
６
月
定
例
会

か
ら
継
続
と
な
っ
て
い
た

吹
張
地
区
の
国
有
地
払
下

げ
の
件
で
は
、
区
と
個
人

と
の
話
し
合
い
が
難
し
い

こ
と
か
ら
全
会
一
致
で
審

議
未
了
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
追
分
区
か
ら
提

出
さ
れ
た
、
追
分
開
協
前

か
ら
沼
田
営
林
署
糸
之
瀬

苗
畑
ま
で
の
バ
ス
路
線
の

延
長
の
要
望
書
に
つ
い
て

は
、
未
舗
装
、
相
互
通
行

で
き
な
い
現
状
等
の
問
題
、

ま
た
、
現
在
路
線
バ
ス
の

運
行
に
つ
い
て
見
直
し
を

検
討
し
て
い
る
こ
と
か
ら

今
後
の
調
査
研
究
が
必
要

と
の
こ
と
で
、
全
会
一
致

で
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

生
越
地
区
の
サ
ー
キ
ッ

ト
場
建
設
計
画
予
定
地
、

千
年
の
森
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
建
設
計
画
地
、
昭
和

村
営
駐
車
場
（
岩
本
駅
駐

車
場
）
な
ど
の
現
地
調
査

を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
国
土
交
通
省
で
、

岩
本
駅
周
辺
の
国
道
17
号

線
改
良
工
事
を
計
画
し
て

お
り
、
本
村
の
駐
車
場
用

地
の
一
部
が
買
収
さ
れ
る

予
定
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
村
内
３
つ
の
小

学
校
へ
の
設
置
が
整
っ
た

学
童
ク
ラ
ブ
を
視
察
見
学

し
、
子
供
た
ち
が
自
主
的

に
宿
題
を
行
い
、
宿
題
が

終
わ
る
と
校
庭
で
友
達
と

自
由
に
遊
び
回
る
姿
を
見

て
、
保
護
者
も
安
心
し
て

預
け
ら
れ
る
す
ば
ら
し
い

施
設
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。
昭
和
南
学
童
ク
ラ
ブ

で
は
、
１
年
生
だ
け
で
17

名
の
申
し
込
み
が
あ
り
、

学
童
ク
ラ
ブ
へ
の
期
待
の

大
き
さ
を
感
じ
ま
す
。
４

月
７
日
に
は
大
河
原
学
童

ク
ラ
ブ
の
開
所
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

支
援
事
業
の
要
望
が
多
い

こ
と
か
ら
当
局
に
事
業
推

進
を
お
願
い
し
ま
し
た
が
、

補
助
事
業
等
の
関
係
で
流

動
的
で
あ
る
旨
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
横
浜
市
と
の
交

流
を
目
的
と
し
た
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
を
本
年
度
か

ら
推
進
し
て
い
く
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

土
木
費
で
は
、
今
後
も

少
な
い
予
算
の
中
で
、
道

路
の
安
全
確
保
の
た
め
、

適
切
な
村
道
の
維
持
管
理

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

次
に
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
予
算
で
は
、
石
綿

管
の
布
設
替
工
事
を
予
算

計
上
し
て
お
り
、
引
き
続

き
、
安
全
な
生
活
用
水
の

確
保
と
安
定
供
給
な
ど
維

持
管
理
を
重
点
に
お
い
た

運
営
を
望
み
ま
す
。

農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
で
は
、
起
債
の
償

還
が
財
政
事
情
を
厳
し
く

す
る
中
、
適
切
な
維
持
管

理
の
た
め
、
農
業
集
落
排

水
事
業
へ
の
加
入
促
進
や

戸
別
浄
化
槽
の
設
置
の
推

進
が
重
要
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。
各
会
計
と
も

慎
重
審
議
、
意
見
交
換
を

行
い
、
全
会
一
致
で
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

ま
た
、
県
企

業
局
で
実
施
し

て
い
る
昭
和
関

屋
工
業
団
地
分

割
道
路
工
事
、

廃
ポ
リ
マ
ル
チ

の
放
置
ヵ
所
、

農
道
２
号
線
な

ど
９
件
の
現
地

調
査
を
行
い
ま

し
た
。

岩本駅駐車場

農道２号線工事

昭
和
東
学
童
ク
ラ
ブ
に
て



8

「
家
畜
排
せ
つ
物
の
管

理
の
適
正
化
及
び
利
用

の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
よ

り
昭
和
村
に
お
い
て
も
施
設
整

備
が
さ
れ
、
循
環
型
の
農
業
が

今
後
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
が
、
畜

産
経
営
に
起
因
す
る
環
境
汚
染
、

特
に
悪
臭
に
対
す
る
対
策
が
重

要
と
な
り
ま
す
。
Ｅ
Ｍ
菌
、
炭

等
の
商
品
は
悪
臭
対
策
だ
け
で

な
く
、
農
業
の
基
本
で
あ
る
土

づ
く
り
に
も
大
き
な
働
き
が
あ

る
こ
と
も
立
証
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
悪
臭
防
止
の
抜
本

的
対
策
と
し
て
、
畜
産
農
家
、

有
機
肥
料
生
産
事
業
者
に
対
し

て
Ｅ
Ｍ
菌
等
購
入
の
た
め
の
補

助
金
を
設
け
、
使
用
を
義
務
づ

け
る
こ
と
が
急
務
と
考
え
る
が
。

村
の
活
性
化
と
農
業
振
興
を

考
え
る
と
、
い
か
に
村
へ
人
を

呼
び
込
め
る
か
が
大
き
な
課
題

で
あ
り
、
悪
臭
は
障
害
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。
悪
臭
防
止
対

策
は
各
事
業
者
の
責
任
に
お
い

て
対
処
す
べ
き
も
の
と
考
え
て

い
る
が
、
Ｅ
Ｍ
菌
使
用
の
義
務

づ
け
と
合
わ
せ
て
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
ま
す
。

昭
和
39
年
４
月
１
日

に
施
行
さ
れ
た
「
昭
和

村
農
業
振
興
連
絡
協
議
会
」
の

具
体
的
活
動
内
容
と
指
導
体
制

が
形
骸
化
し
て
い
る
が
、
今
後

の
具
体
的
農
業
振
興
施
策
に
つ

い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
昭
和
村
農
産
物
処
理

加
工
施
設
「
飛
躍
」
に
つ
い
て

は
、
平
成
９
年
３
月
に
、
５，

５

０
０
万
円
の
事
業
費
を
投
入
し

「
昭
和
村
さ
く
ら
工
房
」の
施
設

管
理
に
よ
り
運
営
さ
れ
て
き
た

が
、
利
用
日
数
、
人
数
も
当
初

の
半
分
と
な
り
、
年
間
２
０
０

〜
３
０
０
万
円
の
売
上
も
平
成

16
年
度
に
は
77
万
円
と
落
ち
込

み
、
組
織
の
存
続
す
ら
危
ぶ
ま

れ
て
い
る
。
今
後
の
村
の
対
応

は
。昭

和
村
農
業
振
興
連
絡
協
議

会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
確
か
に

現
在
で
は
形
骸
化
し
、
活
動
状

況
が
把
握
で
き
な
い
こ
と
は
否

悪
臭
防
止
の
抜
本
的
対
策
は

橋幸一郎 議員

農産物処理加工施設「飛躍」

問問

答
村
　
長

農
産
物
加
工
施
設
の
運
営
は

問問

め
ま
せ
ん
が
、
今
後
に
お
き
ま

し
て
は
、
そ
う
し
た
組
織
の
必

要
性
や
存
続
も
含
め
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
農
産
物
処
理
加
工
施

設
「
飛
躍
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

10
年
目
を
一
つ
の
節
目
と
考
え
、

も
う
一
度
原
点
に
返
り
、
利
活

用
に
つ
い
て
も
併
せ
て
再
検
討

し
て
い
き
た
い
。

答
村
　
長
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平
成
18
年
度
の
予
算

に
、
新
し
い
施
策
、
事

業
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
村
の
行
政
改
革
推
進
本
部

の
活
動
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

関
屋
工
業
団
地
に
３
社
が
進

出
を
決
定
し
、
雇
用
の
拡
大
等

が
見
込
ま
れ
る
。
将
来
あ
る
若

者
が
地
域
に
定
住
で
き
る
よ
う

に
、
残
り
の
区
画
に
つ
い
て
も

企
業
誘
致
を
進
め
た
い
。
ま
た
、

望
郷
ラ
イ
ン
線
を
含
め
、
県
道

昇
格
に
努
力
し
た
い
。
18
年
度

の
お
も
な
事
業
は
、
横
浜
市
と

の
交
流
を
目
的
と
し
た
ア
ン
テ

ナ
シ
ョ
ッ
プ
開
設
の
た
め
の
調

査
、
消
防
団
第
７
分
団
詰
所
の

整
備
、
農
地
台
帳
シ
ス
テ
ム
作

成
、
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び

障
害
者
自
立
支
援
支
援
給
付
の

開
始
、
ご
み
処
理
へ
の
新
た
な

取
組
み
等
で
す
。

行
政
改
革
推
進
本
部
は
、
村

長
、
助
役
、
幹
部
職
員
で
構
成

さ
れ
、
行
政
改
革
に
係
る
重
要

事
項
を
策
定
し
実
施
す
る
。
下

部
組
織
と
し
て
行
政
サ
ー
ビ
ス

推
進
委
員
会
を
置
き
、
本
部
よ

り
付
託
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て

調
査
・
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

今
年
度
は
公
用
車
の
数
の
見
直

し
や
、
事
務
改
善
に
つ
い
て
再

検
討
し
て
い
き
た
い
。

村
長
、
助
役
、
幹
部

職
員
合
同
の
定
期
的
な

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
行
っ
て
い
る

の
か
。

今
の
と
こ
ろ
行
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
若
手
職
員
の
研
修
は
指

示
し
て
い
る
。

村
の
活
性
化
に
は
企

業
誘
致
も
大
事
だ
が
、

若
い
世
代
の
招
致
は
も
っ
と
大

事
で
あ
る
。
若
者
に
定
住
し
て

も
ら
う
こ
と
が
、
村
の
活
性
化

に
は
不
可
欠
で
す
。
そ
こ
で
、

15
年
間
の
家
賃
と
同
額
程
度
で

建
設
で
き
る
村
営
ア
パ
ー
ト（
土

地
50
〜
60
坪
、
建
坪
15
〜
16
坪

の
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）
を
つ
く
り
、
そ

こ
に
15
年
以
上
入
居
し
た
方
に

は
、
無
償
で
そ
の
ア
パ
ー
ト
を

贈
与
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
村
へ
の
定
住
者
が
増
え

る
の
で
は
と
考
え
た
。
村
は
住

民
税
等
諸
々
が
見
込
め
、
入
居

者
も
新
築
時
の
大
金
も
い
ら
ず
、

15
年
経
て
ば
自
分
の
持
ち
家
に

な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
村
営

ア
パ
ー
ト
の
建
設
に
つ
い
て
ど

う
思
う
か
。

現
在
、
村
営
住
宅
に
つ
い
て

は
、
借
上
賃
貸
住
宅
事
業
に
よ

り
大
河
原
地
区
に
８
棟
あ
り
、

入
居
希
望
者
に
２
割
の
家
賃
補

助
を
行
い
、
そ
の
金
額
は
年
間

１
０
５
万
６
千
円
で
す
。
若
い

世
代
の
人
口
増
と
定
住
化
対
策

は
、
昭
和
村
を
元
気
づ
け
て
く

れ
る
要
因
で
あ
り
、
工
業
団
地

に
進
出
さ
れ
る
企
業
等
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
た
上
で
検
討
し
て

い
き
た
い
。
企
業
進
出
を
機
に
、

下
段
地
域
の
農
振
除
外
や
環
境

と
調
和
の
と
れ
た
宅
地
転
用
を

進
め
、
土
地
の
斡
旋
や
宅
地
開

発
施
策
も
検
討
し
、
活
力
あ
る

村
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

住
宅
が
で
き
人
口
が

増
加
す
れ
ば
下
水
道
施

設
等
、
諸
々
の
施
設
の
経
費
削

減
に
な
る
。
若
者
が
定
住
す
る

村
づ
く
り
に
努
力
願
い
た
い
。

住
宅
に
つ
い
て
も
鋭
意
努
力

し
、
調
査
研
究
を
始
め
て
い
き

た
い
。

自
主
自
立
の
村
づ
く
り
対
策
は

小野　一男 議員

定
住
化
を
図
る
村
営
ア
パ
ー
ト
の

建
設
を

借上賃貸による村営住宅（大河原地区）借上賃貸による村営住宅（大河原地区）借上賃貸による村営住宅（大河原地区）借上賃貸による村営住宅（大河原地区）借上賃貸による村営住宅（大河原地区）借上賃貸による村営住宅（大河原地区）借上賃貸による村営住宅（大河原地区）借上賃貸による村営住宅（大河原地区）借上賃貸による村営住宅（大河原地区）借上賃貸による村営住宅（大河原地区）借上賃貸による村営住宅（大河原地区）借上賃貸による村営住宅（大河原地区）借上賃貸による村営住宅（大河原地区）借上賃貸による村営住宅（大河原地区）借上賃貸による村営住宅（大河原地区）借上賃貸による村営住宅（大河原地区）借上賃貸による村営住宅（大河原地区）

答
村
　
長

問問

問問答
村
　
長

問問

問問

答
村
　
長

答
村
　
長



道
州
制
と
第
２
次
平

成
の
大
合
併
に
反
対
を
。

先
に
道
州
制
あ
り
き
で
時
期

尚
早
と
思
い
ま
す
。

自
立
の
道
を
歩
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
叡
知
を
お
借
り
し
、

活
力
あ
る
村
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
。

定
額
10
％
の
応
益
負

担
原
則
で
、
授
産
施
設

利
用
者
は
、
毎
月
食
費
や
光
熱

水
費
の
実
費
を
支
払
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
障
害
者
年
金

が
半
分
に
減
ら
さ
れ
た
の
と
同

じ
で
す
。
ど
う
や
っ
て
生
き
て

い
け
と
い
う
の
か
。

い
ま
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
す
ら

受
け
ら
れ
な
い
事
態
が
起
き
な

い
よ
う
万
全
の
対
策
を
求
め
ま

す
。現

在
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
継

続
で
き
る
よ
う
、
で
き
る
限
り

支
援
し
て
い
き
た
い
。

地
域
生
活
支
援
事
業
は
、
広

域
圏
で
の
実
施
も
可
能
で
あ
り
、

単
独
が
良
い
か
検
討
を
進
め
て

い
ま
す
。

69
％
。
本
村
の
公
共
性
の
高
い

建
築
物
は
40
％
で
す
。

耐
震
改
修
促
進
計
画
は
、
県

の
計
画
を
勘
案
し
て
策
定
し
、

耐
震
診
断
補
助
事
業
も
合
わ
せ

て
検
討
し
ま
す
。

ま
た
、
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
窓

口
を
設
置
し
、
補
助
制
度
確
立

に
も
鋭
意
努
力
し
ま
す
。
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ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト

制
度
へ
の
対
応
・
対
策
、

自
主
検
査
へ
の
援
助
を
求
め
ま

す
。今

後
、
ド
リ
フ
ト
低
減
ノ
ズ

ル
講
習
会
な
ど
飛
散
防
止
対
策

を
徹
底
し
た
い
。

自
主
検
査
は
、
安
価
な
免
疫

測
定
イ
ム
ノ
ア
ッ
セ
イ
法
で
あ

っ
て
も
人
材
や
費
用
的
に
厳
し

い
。
県
・
県
議
会
に
「
自
主
検

査
費
用
の
補
助
陳
情
」
を
続
け

た
い
。

説
明
会
で
、
土
地
の

用
途
変
更
を
申
請
し
て

い
る
７
人
の
村
民
は
、
土
地
売

却
が
目
的
で
あ
っ
て
養
鶏
に
携

わ
る
意
志
は
全
く
無
い
こ
と
。

約
４
㌶
24
万
羽
と
い
う
計
画
は
、

諸
手
続
き
を
回
避
し
た
い
だ
け

で
、
１
０
０
万
羽
規
模
の
巨
大

養
鶏
場
計
画
が
は
っ
き
り
し
た
。

住
民
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
で
命
に
か
か
わ
る
か
ら
こ
そ

断
固
反
対
し
て
い
る
。
そ
の
意

向
を
尊
重
し
、
反
対
を
表
明
す

る
よ
う
求
め
ま
す
。

２
㌶
以
上
の
農
業
用
施
設
用

途
変
更
は
農
水
大
臣
と
の
協
議

が
必
要
。
村
農
業
振
興
地
域
整

備
促
進
協
議
会
に
諮
問
し
保
留

と
な
っ
て
お
り
、
６
月
に
再
度
、

慎
重
審
議
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

住
宅
耐
震
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
が
増
え
れ
ば
、

業
者
の
仕
事
も
増
え
経
済
波
及

効
果
も
大
き
く
、
村
民
の
命
と

安
全
に
も
寄
与
で
き
一
石
二
鳥
。

村
の
建
築
物
の
耐
震
化
率
・

改
修
促
進
計
画
・
補
助
に
つ
い

て
の
考
え
と
、
耐
震
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
制
度
創
設
を
求
め
ま
す
。

県
の
住
宅
耐
震
化
率
は
約

野
菜
の
残
留
農
薬
自
主
検
査
へ
の

援
助
を

林　　幸司 議員

答
村
　
長

上
中
野
地
区
大
規
模
養
鶏
場
反
対
を

住
宅
の
耐
震
改
修
補
助
制
度
を

道
州
制
に
反
対
を

障
害
者
自
立
支
援

法
へ
の
対
応
は

問問問問

答
村
　
長

問問答
村
　
長

問問答
村
　
長

問問答
村
　
長
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夢
支
援
事
業
に
対
し
、

各
組
合
に
村
で
補
助
金

を
交
付
し
て
い
る
が
、
今
後
村

が
窓
口
と
な
り
地
元
業
者
が
参

加
で
き
る
よ
う
進
め
る
考
え
は

あ
る
か
。

入
札
参
加
業
者
の
指
名
は
、

事
業
主
体
で
あ
る
各
組
合
が
行

う
も
の
で
す
。
村
内
業
者
で
も

工
事
が
可
能
な
も
の
に
つ
い
て

は
、
適
宜
、
村
内
業
者
を
指
名

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い

き
た
い
。

Ｊ
Ａ
に
夢
支
援
事
業

の
推
進
を
お
願
い
し
て

き
た
訳
で
あ
り
ま
す
が
、
村
は

何
か
指
導
し
て
き
た
か
。

そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
内
容
、
事

業
主
体
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
る

が
、
Ｊ
Ａ
と
連
携
を
し
、
十
分

協
議
を
行
い
、
適
切
な
事
業
実

施
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
Ｊ
Ａ
が
事
業
主
体
で

あ
っ
て
も
、
工
事
の
発
注
業
者

の
報
告
を
求
め
て
い
く
。

設
計
・
入
札
、
発
注

の
流
れ
は
。

設
計
に
関
し
て
は
、
職
員
が

で
き
る
も
の
は
職
員
で
設
計
し
、

国
県
の
補
助
事
業
等
に
お
い
て

は
、
設
計
会
社
及
び
土
地
改
良

連
合
会
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

発
注
及
び
指
名
業
者
の
選
定

に
つ
い
て
は
、
入
札
の
公
平
な

執
行
を
図
る
た
め
、
入
札
審
査

会
に
付
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

審
査
会
は
、
委
員
長
に
助
役
、

委
員
に
は
、
関
係
職
員
６
名
で

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
工
事
の

設
計
金
額
に
応
じ
て
内
容
の
検

討
を
行
い
、
指
名
業
者
が
選
定

さ
れ
、
そ
の
内
容
が
答
申
さ
れ

ま
す
。

入
札
は
、
発
注
者（
村
長
）と

担
当
課
長
の
立
会
い
の
も
と
で
、

業
者
に
入
札
書
を
提
出
さ
せ
、

最
低
価
格
を
提
出
し
た
業
者
が

予
定
価
格
よ
り
下
回
れ
ば
落
札

業
者
と
な
り
、
請
負
業
者
が
決

定
し
ま
す
。

落
札
業
者
が
下
請
け

に
出
す
場
合
が
あ
る
が
、

契
約
者
と
し
て
ど
う
考
え
る
か
。

下
請
け
と
は
思
っ
て
い
ま
せ

ん
。
共
同
で
助
け
合
い
な
が
ら

と
い
う
こ
と
で
、
理
解
し
て
い

ま
す
。

随
意
契
約
額
１
３
０

万
円
を
下
げ
る
考
え
は

あ
る
か
。

今
の
と
こ
ろ
１
３
０
万
円
を

変
え
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

工
事
を
発
注
し
た
段
階
で
再
工

事
な
ど
が
生
じ
た
場
合
、
再
発

注
を
す
る
よ
り
安
い
と
判
断
し

た
場
合
は
随
意
契
約
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、
で
き
る
限
り
、
随

意
契
約
は
し
な
い
よ
う
に
考
え

て
い
ま
す
。

「
夢
」
支
援
事
業
へ
の
対
応
は

石井　清司 議員

答
村
　
長

入
札
制
度
に
つ
い
て

「夢」支援事業により設置された防風ネット

問問

問問

答
村
　
長

問問答
村
　
長

問問答
村
　
長

問問答
村
　
長
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赤城西麓土地改良事業対策特別委員会 ３月13日開催 

　県営赤城西麓土地改良事業の平成16度の明許繰越事業について、３月に完成をし、本村の採択された事
業がすべて完了されたとの報告がありました。 
　今後、赤城西麓土地改良区においては、次の事業が推進されます。 
　１．赤城西麓土地改良事業の推進　　　　　３．水利用の促進 
　２．国営造成施設管理体制促進事業　　　　４．維持管理等の賦課徴収 
  また、維持管理の中で、本管が破損した場合の制水弁を誰もが止められるようにわかりやすくすることや、
給水栓の保護対策などの検討をお願いしました。 

農業集落排水事業対策特別委員会 ３月13日開催 

　３月７日現在、農業集落排水事業の接続状況は、貝野瀬・生越地区84.2％、糸井・三ツ谷地区64.8％、昭
和南地区65.5％、永井・入原地区39.3％、４地区全体の接続状況は、公共桝1,569の設置に対し、1,017の
接続で、接続率は64.8％という状況です。また、戸別浄化槽事業の設置状況は544基の計画に対し、２月末
現在220基の設置で、設置率は、40.44％です。 
　今後の課題は、この事業の目的である環境保全と適正な維持管理を行うための、接続率及び設置率の向上
です。 
　村民皆様のご協力をお願いいたします。 

特別委員会から 

昭和ＯＲＣサーキット場（仮称）建設事業について １月20日開催 

　小倉クラッチ株式会社（桐生市に本社を置く自動車部品メーカー）が、生越地区のゴルフ場建設が断念さ
れた約120㌶の土地のうち50～60㌶を利用して、サーキット場建設を計画していることから、その概要説
明を受け協議しました。 
　コース延長2.5キロメートル、ダートコースも併設し、年間約20～30万人の集客を見込んでいる。村とし
ては、さらに「道の駅」や「イベント広場」の併設により観光の拠点としたい考えもあるが、騒音等の問題
や地権者の皆さんの意志が大切であることから、地元地検者会の意向を見守るとともに慎重に調査すること
としました。 

村道除雪費用について 

　大雪により12月18日から１月10日までに除雪費1,800万円の全額を使い切り、その後の費用については
３月議会での補正をお願いしたい旨の説明があり、皆承認しました。除雪費については利根沼田地域で単価
が決まっているため、今後は除雪ボランティア等の協力によって除雪費の縮減ができないかなど協議しまし
た。 
　なお、毎年、地域において除雪にご協力いただいている村民の皆様には心より感謝いたします。 

全員協議会から 

介護保険条例の改正について ３月２日開催 

　平成18年度より３期目の大幅な制度改正がなされる介護保険制度について、４月からの介護保険料を458
円増の3,342円（前期比）に決めた経過や、制度改正の主な内容が報告されました。 
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　.　　.　　.　　.

　総合福祉センターについて指定管理者を公募した結果、２社から応募があったことから議会に選定経過が
報告されました。村長の諮問に基づき任命された公の施設指定管理者選定審議会委員７名により、両者への
ヒアリングや申請書の内容審査を行った結果、全会一致で昭和村社会福祉協議会を指定管理者として答申す
ることが決まった経緯が説明されました。福祉センターの運営は現在、村から委託された社会福祉協議会が
行っています。平成14年度から赤字経営が続いており、議員からは、「指定管理者になったからといって黒
字に変えられるのか。余程の経営手腕がなければ難しい。民間に任せてはどうか。」と反対する意見も出され
ました。 

アスベスト調査結果報告 

　昨年12月行われた、公共施設のアスベスト含有建材等測定結果が報告されました。役場庁舎２階が含有
量、飛散の可能性共に高いことがわかったが、今年度予算での改修は見込んでいない。第二保育園について
は、外壁にアスベストを含んだ建材が使用されており、飛散の可能性は低いが、外壁の老朽化に伴い18年
度の当初予算で改修工事費が計上されました。 

昭和村営駐車場の設置及び管理に関する条例の改正について 

　岩本駅にある村営駐車場については、月極契約、短期利用共に利用者
が増加している。現在４日間まで無料（５日目以降１日122円）で貸し出
している短期利用について、家族・知人の名義を利用して無料で借り続
ける状況が発生していることから、１日目の利用から、村内者200円、村
外者300円の料金を徴収し、15日間の利用制限も設けたいとの提案が当
局よりありました。 

関越交通（株）路線バス見直し案について ３月20日開催 

　関越交通（株）に運行委託している路線バスは、年々利用者
が減少し、運行費の村の持ち出しが多くなっています。また、
車両買い換えの時期を迎え、多額の支出が見込まれることから、
経費の節減を同社に要望。現在、３路線を４両のバスで運行し
ているが、３両での運行も可能であり、大幅な経費の削減が見
込める旨の見直し案が報告されました。利便性を極力損なわず
運行経費を縮小できるように、また、児童生徒の路線バス利用
についても協議しました。 

昭和村総合福祉センターの指定管理者選定経過報告 

自治功労者表彰 

吉野藤彦議員 

全国町村議会議長会表彰 
　吉野藤彦議員が、15年以上にわたり地方自治の振興と、地域の発展及び住民福祉に貢
献されていることから、全国町村議会議長会より表彰されました。また、群馬県知事よ
り感謝状が贈られました。 
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みなさんからの請願・陳情 みなさんからの請願・陳情 
自　平成17年５月27日　至　平成18年２月28日 

[DATE　　　.　　　　.　　　]
.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　　.　

　.　　.　　.　　.

２月26日 

　ゴルフ場建設が断念された生越地区に、小倉クラッチ株式会
社（本社＝桐生市）がサーキット場建設を計画していることか
ら、サーキットの実態や問題となる騒音等把握するため、レー
ス開催日に合わせて筑波サーキットの視察を行いました。 
　施設や周辺環境、レースの様子や観客数、ブースの出店状況
等視察するとともに、騒音測定を行い、進出した場合の対応に
ついて検討しました。 
　関係地権者会の人たちとも現地で合流し、話をする中で、「地

域の活性化につながるなら。」と誘致に前向きな姿勢もみられました。 

養鶏場開発計画地元説明会に参加 

　中野地区の採草地に、大規模養鶏場が建設される計画について、地元対策協議会が大河原住民センターで
説明会を開催。議員・農業委員も出席して説明を聞きました。 
　計画をしている富山県のタカムラ鶏園の社長やその関係者、地権者団体の人たちの説明を聞いて、集まっ
た約150人の参加者から次々に、開発に反対する意見が出され、さながら反対集会のようでした。 

筑波サーキット視察 

３月４日 

審議
結果

付　託
委員会

紹介議員
氏　　名

陳情者の
住所・氏名件　　　　名受　理

年月日
受理
番号

審議
未了総　務 小野　一男

�橋幸一郎吹張区長　豊野　耕司吹張地区内国有地払下に関する陳情書H17.５.27104

継続総　務追分区長　生方一之助要望書　路線バスの運行についてH17.12.１119

配布
のみ

群馬県国家公務員労働
組合共闘会議   
議　長　　生方　和義 

「公共サービスの安易な民間開放は行
わず、充実を求める意見書」提出に関す
る陳情

H18.２.13
（郵送受付）120

配布
のみ

群馬県社会保障推進協
議会 　　野上　恭道

患者・国民負担増計画の中止と「保険で
安心してかかれる医療」を求める陳情
書

H18.２.16
（郵送受付）121

採択産　建関上　正雄入沢区長　前原　光一陳情書　村道入沢３号線入沢川整備に伴
う余剰地部分の舗装のお願いについてH18.２.28122
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平成18年４月25日・第37号

四
月
の
空
を
埋
め
つ
く
さ
ん
ば
か
り
に

泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り
に
、
故
郷
の
新
潟
に
は
な

い
風
通
し
の
良
さ
を
感
じ
て
か
ら
早
や
24

年
。
人
生
の
半
分
を
こ
の
村
で
過
ご
し
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
長
さ
と
相
反
す
る
よ
う
に
村
民
の

実
感
が
わ
か
ず
、
未
だ
に
よ
そ
者
気
分
な

の
は
、
酪
農
と
い
う
仕
事
柄
、
交
流
す
る

時
間
を
持
ち
に
く
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
い

ま
す
。

相
次
ぐ
合
併
の
中
、
農
業
で
自
主
自
立

の
道
を
選
ん
だ
と
は
い
え
、
現
実
は
総
世

帯
数
の
三
分
の
一
。
兼
業
も
含
め
て
で
あ

り
、
就
農
者
の
半
分
を
六
十
五
歳
以
上
の

方
が
占
め
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
近
年
、
酪
農
、
野
菜
を
問
わ

ず
、
都
会
の
若
者
が
農
業
を
す
る
た
め
に

多
数
就
職
し
た
り
、
中
国
か
ら
の
若
い
研

修
生
も
毎
年
来
村
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
す
。
村
の
住
人
で
は
な
い
け
れ
ど
、
勤

務
地
と
し
て
昭
和
村
に
い
る
限
り
、「
こ

の
村
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
親

し
ん
で
第
二
の
故
郷
に
な
っ
た
ら
い
い
の

に
。」
と
思
い
ま
す
。

住
人
で
あ
っ
て
も
、
村
の
施
設
を
利
用

す
る
こ
と
も
な
く
、
村
の
知
識
も
な
く
、

聞
か
れ
て
も
答
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い

い
の
で
は
な
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
バ

ス
の
村
内
ツ
ア
ー
や
歴
史
講
座
、
趣
味
や

ス
ポ
ー
ツ
の
同
好
会
の
紹
介
な
ど
、
村
内

外
に
向
け
て
発
信
し
て
も
い
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
地
元
を
知
り
、
他
と
の

交
流
で
刺
激
を
受
け
、
活
性
化
す
る
村
の

将
来
に
期
待
を
持
っ
て
、
遅
ま
き
な
が
ら
、

私
も
一
緒
に
動
き
出
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

昭
和
村
に
嫁
い
で
早
や
10
年
に
な
り
ま

す
。こ

ち
ら
に
来
て
最
初
に
感
じ
た
事
は
、

野
菜
が
甘
く
て
お
い
し
い
と
い
う
事
で
す
。

私
の
前
橋
の
実
家
も
農
家
で
、
米
・
野
菜

等
を
作
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
違
い
は
本

当
に
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

友
達
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
す
ぐ
に
若

妻
会
に
入
り
ま
し
た
。
若
妻
会
、
婦
人
会
、

老
人
会
等
、
地
域
の
交
流
活
動
も
盛
ん
で
、

年
を
と
っ
て
も
楽
し
く
過
ご
せ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

我
が
家
も
そ
う
で
す
が
、
三
世
代
同
居

と
い
う
家
も
多
く
、
子
供
が
学
校
か
ら
帰

っ
て
も
誰
か
が
家
に
居
る
と
い
う
の
が
と

て
も
安
心
で
、
子
育
て
の
上
で
貴
重
な
経

験
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
子
供
が
近
所

の
友
達
と
遊
ぶ
時
も
、
お
互
い
の
家
に
親

が
居
な
い
場
合
も
、
祖
父
母
が
居
て
く
れ

る
の
で
安
心
し
て
往
来
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
地
域
の
人
た
ち
を
身
近
に
感
じ

ら
れ
、
子
供
だ
け
で
外
で
遊
ん
で
い
て
も
、

い
ろ
い
ろ
な
人
の
目
が
あ
り
、
隣
近
所
の

つ
な
が
り
が
あ
る
と
い
う
の
は
犯
罪
も
少

な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

学
校
へ
の
通
学
路
も
自
然
が
あ
ふ
れ
、

友
達
と
の
行
き
帰
り
の
途
中
で
草
花
を
使

っ
た
遊
び
を
覚
え
た
り
と
、
村
な
ら
で
は

の
楽
し
さ
が
あ
る
よ
う
で
す
。

こ
の
ま
ま
の
自
然
が
ず
っ
と
続
い
て
い

く
事
が
、
こ
の
村
の
一
番
の
財
産
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

声 声 
聞きたい、知りたい 

昭
和
村
に
嫁
い
で 

みん 
なの 
みん 
なの 

このページは、村民
皆様の声を聞くコー
ナーです。声をお寄
せください。議会事
務局（024-5111）

まで

須藤貴美子さん
（赤城原第一）

堤　恵理子さん
（入原下）
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●第48回昭和村成人式 

●昭和村消防団出初式 

●正副議長・委員長会議 

●議会広報編集特別委員会 

●議会全員協議会 

●千葉県芝山町議会 
 「議会だより」研修で来村 

●第24回「私と家族」 
　作文発表会 

 

 

●第38回ピンポンフェスティバル 

●ウインターフェスティバル
　IN昭和2006  

●県町村議会議長会定期総会     

●第12回昭和村生涯学習大会
　記念講演会 

●筑波サーキット視察 

  

 

●議会全員協議会 

●議会運営委員会 

●養鶏場開発計画に伴う地元
　説明会 

 ●第22回昭和村議会定例会 

●第24回村民芸能祭 

●昭和中学校卒業式 

●平成17年度昭和村福祉大会 

●南小学校・東小学校・大河
　原小学校卒業式 

●第一保育園・第二保育園・
　子育保育園卒園式 

●議会広報編集特別委員会 

１月 
２月 

３月 

選
挙
で
選
ば
れ
た
代
表
の
皆
様
が
、

ど
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
審
議
を
さ
れ

て
い
る
の
か
興
味
を
ひ
か
れ
、
初
め

て
傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

18
年
度
予
算
な
ど
、
私
た
ち
の
身

近
な
議
題
が
真
剣
に
審
議
さ
れ
て
い

る
の
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
神
聖

な
気
持
ち
に
な
る
と
と
も
に
、
凛
と

し
た
空
気
が
伝
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

特
に
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
温
泉

セ
ン
タ
ー（
福
祉
セ
ン
タ
ー
）の
指
定

管
理
者
制
度（
公
共
施
設
の
運
営
を
民

間
に
委
託
す
る
）で
、
村
か
ら
維
持
管

理
を
す
る
の
に
適
当
だ
と
指
名
さ
れ

た
社
会
福
祉
協
議
会
と
、「
赤
字
は
、

経
営
努
力
で
改
善
で
き
る
」
と
意
見

を
述
べ
る
民
間
会
社
側
の
資
料
が
説

明
さ
れ
、
休
憩
を
挟
む
程
の
白
熱
し

た
審
議
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

指
定
管
理
者
制
度
を
温
泉
セ
ン
タ
ー

の
運
営
に
も
当
て
は
め
る
と
、「
経
営

（
利
益
）と
福
祉
」と
い
う
、
矛
盾
し
た

２
つ
の
目
的
の
合
意
点
を
ど
の
辺
に

す
る
の
か
、
な
か
な
か
難
し
い
も
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。

帰
宅
し
て
、
家
人
に
ミ
ニ
議
会
報

告
を
し
ま
し
た
。
ど
う
し
た
ら
温
泉

セ
ン
タ
ー
の
リ
ピ
ー
タ
ー
が
増
や
せ

る
か
、
話
が
す
す
み
ま
し
た
。
ま
ず

は
、
村
民
の
皆
様
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を

募
集
し
た
ら
い
い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
例
え
ば
、
庭
の

バ
ラ
の
花
を
持
ち
寄
っ
て
湯
に
浮
か

べ
る
な
ど
、
自
ら
が
す
す
ん
で
温
泉

に
行
く
気
持
を
高
め
る
よ
う
な
、
ワ

ク
ワ
ク
し
た
内
容
の
〝
毎
月
の
テ
ー

マ
〞
が
あ
る
こ
と
も
楽
し
い
と
思
い

ま
し
た
。

財
政
が
厳
し
い
折
、
少
し
で
も
赤

字
を
削
減
し
た
い
と
い
う
皆
様
の
真

摯
な
思
い
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

今
ま
で
、〝
他
人
事
〞と
無
関
心
で

し
た
が
、
実
は
身
近
で
、
一
人
一
人

が
問
題
意
識
を
も
っ
て
考
え
る
こ
と

に
よ
り
、
議
会
の
傍
聴
も
有
意
義
と

な
り
ま
す
。
考
え
る
チ
ャ
ン
ス
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

議議
会会
をを
傍傍
聴聴
しし
てて
思思
うう
ここ
とと

高橋　里子さん
（吹　張）

こ
の
冬
は
何
十
年
ぶ
り
か
の

豪
雪
で
、
み
な
か
み
町
で
は
積

雪
が
３
メ
ー
ト
ル
を
超
え
た
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
昭

和
村
で
は
、
大
き
な
被
害
も
な

く
春
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

３
月
末
で
第
一
幕
が
終
わ
っ

た
平
成
の
大
合
併
は
、
市
町
村

の
地
図
を
大
き
く
塗
り
替
え
、

全
国
で
は
１
４
０
０
余
り
の
自

治
体
が
姿
を
消
し
、
１
８
２
１

の
市
町
村
と
な
り
ま
し
た
。

群
馬
県
は
70
市
町
村
が
39
と

な
り
、
自
立
を
選
ん
だ
昭
和
村

は
、
沼
田
・
渋
川
市
に
囲
ま
れ
、

利
根
郡
の
飛
地
の
よ
う
な
形
に

な
り
ま
し
た
。

国
の
三
位
一
体
改
革
の
あ
お

り
を
受
け
て
成
立
し
た
新
年
度

予
算
は
、
緊
縮
型
と
な
り
ま
し

た
が
、
自
立
へ
の
効
果
的
な
財

政
運
営
を
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。

４
月
か
ら
は
、
平
成
の
大
合

併
の
第
二
幕
が
始
ま
る
。

保
坂
初
次
　
記

編

集

室

編

集

室
か
ら 

編

集

室

編

集

室
か
ら 

編

集

室
か
ら 


